
令和６年度 学校経営方針
鹿屋市立田崎中学校

１ 学校経営の理念

生徒一人一人が，かけがえのない存在であることを深く認識し，すべての生徒が思いやり
の心をもって主体的に活動できるよう指導・支援し，一生涯にわたる自己実現を図るための
基礎を培う教育を創造する。

２ 学校経営の基本方針
⑴ 「人権教育はすべての教育の基本である」という認識の下，その徹底・充実を図るために，
学校経営の根幹に位置づける。
⑵ 公教育の立場に立ち，関係法規及び県・地区・市の教育行政の重点施策を踏まえ，人間尊重
の視点に立ち，学校や地域の実態及び心身の発達の段階や特性等を考慮して，人間として調和
のとれた育成を目指す教育の充実に努める。
⑶ 生徒，教師及び保護者相互の信頼関係を基盤にして，生徒理解を深め，常に生徒を中心にお
いて考え，生徒の心を大切にする教育実践に努める。
⑷ 教育者としての使命の自覚と，喜びと誇りをもち，自己実現のために常に研修に励み，専門
職としての教養と識見を高め，全力を傾注して活力ある田崎中学校の創造に努める。

３ 学校教育目標
⑴ 義務教育９年間の目標

豊かな人間性を備え，力強く未来を切り拓く児童生徒の育成

⑵ 田崎小学校の目標

自ら学び 心豊かにたくましく 生きる力を身に付けた田崎の子の育成

⑶ 田崎中学校の目標

豊かな心と知性をもち，心身ともに健康で，たくましい実践力を備えた生徒の育成

４ 校訓

向学 協力 自律 奉仕

５ キャッチフレーズ

開かれた学校田崎中 〈学校，家庭，地域の確かな連携〉

６ めざす姿
⑴ 生徒の姿

[向学] 自ら考え，進んで学ぶ生徒
[協力] 思いやりの心をもち，互いに協力する生徒 青少年赤十字活動 態度目標
[自律] 健康でたくましく，礼儀正しい生徒 「気付き」「考え」「実行する」
[奉仕] 勤労を尊び，進んで奉仕する生徒

⑵ 教職員の姿
① 教育公務員としての自覚と使命感に燃える教職員
② 職場は明るく，職務は厳しく努める教職員
③ 「厳教慈育」自信をもって指導する教職員
④ 生徒と共に感動し，信頼される教職員

⑶ 学校の姿
① 秩序と温もりのある学校
② 明るいあいさつがこだまする学校
③ 整然として，美しい学校
④ 師弟ともに，全力をつくす学校
⑤ 地域と共にあり，地域と共につくる学校



７ 重点課題

◎ 確かな学力の向上 ◎ 豊かな心の育成 ◎体力・健康づくりの推進
◎ 小中一貫教育の推進

８ 努力点及び具体的方策

課題 努 力 点 具 体 的 方 策

確 ＰＤＣＡ３サイクルの推進 〈学力向上委員会，教科部会によるＣ（評価），Ａ（改善）〉
か
な 【Ⅰ】学習指導の充実
学 １ 授業の充実（授業改善） ⑴ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
力 田崎中授業スタイルの実践 →主体的活動，対話的活動の場の設定
の →終末における「まとめ」「見届け」「振り返り」の徹底
向 →ＩＣＴ機器の効果的な活用
上 ⑵ 演習問題の計画的な実施と問題の分析による授業改善

⑶ 個別指導（補充・発展）の徹底（個別最適な学び）
→少人数指導，習熟度別指導による指導法改善
→下位層への個別指導徹底，上位層への発展的課題提示
→授業と連動した宅習課題の提示（予習・復習の手だて）

２ 授業を通した研修の充 ⑴ 教科を越えた研修，研究授業，外部講師招聘
実 ⑵ 相互授業参観，田崎小中オープンスクールの相互実施

⑶ 校外研修（教科）への年２回以上の参加（研修の還元）

３ 学業指導の徹底 ⑴ 基本的学習習慣系統表（授業・家庭）に基づく指導
→１分前着席，挨拶，返事，姿勢，学習用具の準備 等
→話し方，聞き方，ノートの取り方等
→家庭学習の習慣化（平日１日２ｈ以上），テストに向け
た計画的な学習への取組

⑵ 人権同和教育の視点に立った，一人一人が大切にされる
授業づくり
→互いに認め会う雰囲気のペア・グループ活動

４ 学習環境の充実 ⑴ 教室等の学習環境の整美（黒板，鞄棚の整理整頓，設
営・掲示物等）

⑵ 教育機器，備品の整備と活用
⑶ ＧＩＧＡスクール構想の推進（タブレットの活用）
⑷ 地域学校協働活動による学習活動の推進

５ 総合的な学習の時間の ⑴ 課題の設定や課題解決のための計画，調査や実験活動，
探求的な学習の充実 学習のまとめ，学習成果発表の活動を通した学び方の習得

⑵ 主体的・共同的に取り組む活動の設定

【Ⅱ】特別支援教育の充実
１ 個を伸ばす特別支援教 ⑴ 特別な支援を要する生徒の共通理解（実態，個に応じた
育の推進 生徒指導，学習指導等の合理的配慮）

⑵ 的確な実態把握による個別の教育支援計画及び指導計画
の作成(必ず自立活動を入れる)，個に応じた指導の実践

⑶ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体
制の整備，特別支援教育支援員との連携

⑷ 移行支援シート等の有効活用，学校間，保護者，諸関係
機関との連携

【Ⅲ】国際理解教育の充実
１ GLOCAL人材育成の視点 ⑴ 英語科でのＡＬＴとの連携（異文化紹介活動等）
に立つ各教科，領域の推 ⑵ 鹿屋市小中学校英語弁論大会の取組
進

①学習課題提示,流れの確認,まと
めの板書（めあてとまとめの整合性）
②思考の可視化された構造的板書
③主体的な活動の場の設定
④ICT機器等の効果的な活用
⑤定着の見届け,補充指導(演習問
題の活用)
⑥振り返りの工夫



豊 【Ｉ】心に届く生徒指導の
か 充実
な １ 基本的生活習慣の確立 ⑴ 共通理解と協働態勢による指導（全校指導体制の確立）
心 （挨拶･服装･時間厳守等） →生徒指導部会での情報共有，一事徹底事項の共通実践
の →適時適切なその場での指導と見届けの実践
育 ⑵ 生徒の自治的活動の推進
成 ⑶ 校則見直しによる生徒の主体性の育成

→校則検討委員会の積極的な運用

２ 教師・生徒，生徒相互 ⑴ 望ましい人間関係づくり視点に立った学級・学年経営
の信頼関係に基づく指導 →学級活動，ＳＧＥ（年６回以上）の充実
の充実 ⑵ 生徒理解に基づく個別指導

→「学校楽しぃーと」等を活用したきめ細かな実態把握
→三者相談，教育相談の充実，保護者との積極的な連携

３ いじめや不登校，問題 ⑴ いじめ防止基本方針の共通理解と対応の実践
行動等に対する指導の充 →「いじめ対策必携」の活用
実 ⑵ 実態の適切な把握と情報共有・組織的対応（積極的な認

知，一人で抱え込まない)
→毎月アンケート実施，サインを見逃さない観察
→ＳＣ，ＳＳＷ，ＭＦ相談員の早期かつ継続的連携

⑶ 「いじめ問題を考える週間」の取組の充実
⑷ 情報モラルに関する指導の実施
⑸ 不登校生徒の居場所づくりと学習支援の充実
→全校体制による支援，タブレットの活用

【Ⅱ】道徳教育の充実
１ 考え，議論する道徳の ⑴ 多面的・多角的に考えるための発問や板書，表現活動等
授業の充実 指導方法の工夫・改善

⑵ 別葉の作成，本時学習の展開の作成

２ 道徳的実践の推進 ⑴ 各教科，総合的な学習の時間，特別活動等との関連を
図った指導

⑵ ９年間を通した系統的・継続的な指導の推進

３ 学校･家庭･地域が一体 ⑴ 学級だより等や道徳授業の公開による啓発的活動
となった道徳教育の推進 ⑵ 保護者や地域と連携した活動の実践

【Ⅲ】人権同和教育の充実
１ 教職員の人権同和問題 ⑴ 人権同和教育に関する校内研修の実施（年３回以上，県
に対する正しい認識，人 教委リーフレットの活用，外部講師の招聘）
権意識の高揚 ⑵ 人権同和教育の視点に立った授業づくり，授業を通した

研修の実施

２ 全教育活動の中で生命 ⑴ 「ハンセン病を正しく理解する週間」「性に関する指導
尊重及び人権尊重精神の 講話」「人権週間」等の取組の充実
育成，差別偏見の解消 ⑵ 福祉体験学習の実施（２年次）

⑶ 人権チェックカードの実施（毎月１回）

【Ⅳ】生徒会活動の活性化
１ 青少年赤十字活動の態 ⑴ 自主的・自発的活動の推進（生徒会本部，専門部活動）
度目標を意識した活動の ⑵ 交流活動の実施（田崎小，鹿屋中）
活性化 ⑶ ボランティア活動，地域貢献活動の充実（ペットボトル

キャップ回収，募金活動，クリーン活動への参加等）

【Ⅴ】読書指導の充実
１ 読書の啓発と習慣化 ⑴ 計画的図書購入，図書館通信発行，図書館掲示の工夫
〈読書目標「１カ月３冊以 ⑵ 読書推進活動の充実（職員，生徒会，保護者，地域）
上」〉 ⑶ 読書月間(10月)の指導と生徒・保護者への啓発的活動



豊
か 【Ⅵ】環境教育の充実
な １ 清掃活動の徹底と校内 ⑴ 体操服着用・無言清掃の徹底，清掃活動の見届けと活動
心 環境の整備 の評価の実施
の ⑵ 教室・廊下等の設営の工夫
育 ⑶ 緑化活動の計画的推進
成

【Ⅶ】進路指導の充実
１ キャリア教育の充実 ⑴ 学級活動年間指導計画に基づくキャリア・パスポートの

活用
⑵ 各教科等の特質に応じたキャリア教育の学習の工夫
⑶ 地域の人材活用（地域学校協働活動）

２ 進路学習の充実 ⑴ 年間計画に基づく進路学習の確実な実施
⑵ 進路指導に関する資料・情報の収集・整理と生徒，保護
者への情報提供

⑶ 進路選択資料としてのデータの蓄積と活用
⑷ 職業講話，職場体験学習の実施と事前事後学習の充実

体 １ 体力・気力の維持と向 ⑴ 鹿屋体育大学と連携した教科体育の充実
力 上 →体力テストの実施・活用と補強運動（Exseed）の実施
・ →田崎中オリジナルダンスの創作
健 ⑵ 日常的な運動習慣の形成，基本的生活習慣の確立
康 →チャレンジかごしま，特別活動による積極的な取組
づ →運動系部活動等での体力向上に向けた継続的な指導
く →家庭への啓発（徒歩通学の奨励，バランスの取れた食事）
り ⑶ 体育的行事の充実
の →ねらいを明確にした生徒の主体的活動による体育大会
推
進 ２ 健康教育の充実 ⑴ 保健指導の充実

→健康観察，感染症予防対策の徹底
→保護者との連携による病気の予防及び疾病治療の促進
→フッ化物洗口の計画・実施（週１回）
→喫煙・飲酒・薬物乱用防止に関する指導，性に関する指
導等の実施（学校薬剤師，外部講師との連携）

⑵ 食に関する指導の充実
→給食の準備，給食マナー，残食の指導の徹底
→食物アレルギーへの適切な対応
→衛生管理の徹底と危機管理マニュアルの整備

３ 安全教育，防災教育の ⑴ 交通安全指導の徹底
充実 →自転車通学生の自転車点検と交通安全指導の徹底

→歩行者の交通マナーの指導と防犯指導の徹底
→ＰＴＡ，関係機関と連携した取組の実施（校区内・通学
路の危険箇所の把握，パトロール）

⑵ 防災訓練（火災，風水害，地震，不審者等）の充実

小 １ 小中一貫教育の充実 ⑴ 小中一貫ワークシートに基づく取組
中 〈９年間の連続性のある学 （授業力向上に向けた協働，学びを支える生活指導の協働）
一 びの具現化を目指す〉 →共通実践事項の設定と取組の徹底
貫 →教科領域部会，小中合同研修会の実施（年１回）
教 →田崎小中オープンスクールの実施（相互授業参観）
育 →乗り入れ授業，相互交流活動の推進
の →地域に学ぶ・地域で学ぶ環境づくり
推
進 ２ コミュニティ・スクー ⑴ コミュニティ・スクールの評価機能の活性化

ルの充実 →学校運営協議会へのきめ細かな情報提供及び参観促進
→生徒の変容に対する評価



教 １ 研修等の充実 ⑴ テーマ研究
職 →研修推進委員会による全体研修計画の推進
員 →研究組織，研究内容・方法，計画の検討
の 学校課題の解決に向けたテーマ設定，内容
資 →共通実践事項の実践とＰＤＣＡ３サイクルの推進
質 →理論研究及び研究授業を通した実践的研究，「研究授業
向 の日」の充実
上 ⑵ 一般研修
等 →学校課題，職員のニーズに応じた研修内容の設定と計画

的な実施
→外部講師招聘による研修の充実

⑶ 自己研修
→校外研修への積極的参加
→個人研究テーマの設定と自己研修の充実
→地区教育実践記録への積極的な応募

２ 業務改善の推進 ⑴ 学校・教員が担う業務の適正化の推進
〈生徒と向き合う時間・教材 ⑵ 学校運営の効果的なマネジメント，効率化による教育活
研究の時間確保〉 動の質の向上

⑶ 勤務時間管理の徹底及び教職員の意識改革の推進
⑷ 学校安全衛生委員会等における改善の具体化

３ 服務規律の厳正確保 ⑴ 年間指導計画に基づく計画的指導と適時指導，個に応
〈交通事故・違反，体罰等 じた指導の徹底
のない信用失墜行為ゼロの ⑵ 参加型・体験型を取り入れた服務研修の実施
学校〉 ⑶ 全職員で分担する服務研修の工夫

⑷ 服務ファイル，資料の活用（感想記入等）
⑸ セルフチェックの実施（毎月１回）


